
日時　 10月5日（月）20:00～22:00
会場　 住友商事　晴海トリトンスクエア W棟14階C会議室
出席チーム 下記参照
欠席チーム なし

議事録 日鉄住金物産/石橋

議題
※以下敬称略

目次 1 資料配布
2 本会議の趣旨説明、商社リーグについて
3 MC報告書提出状況報告
4 チームデータ提出状況報告
5 ML提出状況報告
6 不可日提出状況報告、星取表、得点ランキング
7 まとめ

内容 1 資料配布(8点) :
星取表、得点ランキング、審判・フェアプレー得点ランキング、不可日申請状況整理、ＭＬ提出状況整理、MC報告書提出状況整理、
チームデータ提出状況整理、クモの巣グラフ(1部・2部)

2 本会議の趣旨説明、商社リーグについて(役員会/金田会長)
① 本会議の目的

・議論の中で商社リーグの問題点を見つけ、改善へのヒントを探る。
・会議の参加を通じ、個々人が有意義な情報を得て自らに活かす。

② Time Managementと成長　(事例：起業家たちの集団(Entrepreneurs Organization=EO)でトライアスロンが流行)
・忙しい中でも時間を有効に活用することで、効率性を上げて仕事と生活に好循環を生み出すことができる。
・自分から積極的にTime Managementをすることで、高いパフォーマンスや成長に繋げることが出来る。
→代表者会議の場に本気で取り組めば、商社リーグにも貢献でき、日常業務の効率も上がる＝成長する。

③ 5W1Hと組織・リーダーシップの関連
・中長期的に組織が成長する為には、"Why"を明確にすることが重要。
・目的である"Why"を達成する為に、日々実務レベルの"What"をいかにリンク出来るかが重要。
・組織の"Why"と個人の"What"が明確になっている組織は強い。＊組織が強固になり、無駄なく目標達成に向かうことが出来る。
・優秀なリーダーは、まず"Why"を明確に訴え、そこに対するアプローチの仕方を提示することができる。

④ マネージャーズMTG実施までの経緯
・過去、商社リーグでは、MC報告書が雑であり、集計担当幹事への負担が大きく、結果の整合性も曖昧になっていた。
→試合後に審判・MC・各キャプテンが集まり、MTGを行うことで、MC報告書の精度が上がり、幹事業務の軽減を実現した。
・近年の商社リーグでは、遅刻・忘れ物による減点が増え、問題となっている。
→第一試合の1時間前に、第一＋第二試合のチーム代表各2名でMTGを行い、遅刻防止及び、忘れ物への対応時間確保を行う。
＊減点を減らすため(=Wｈｙ)に、試合前のマネージャーズMTG(=What)を行っている。

3 MC報告書提出状況報告(蝶理/川崎)
 ・配布資料には9月中の第6回迄を記載。

・第5回、6回は減点無し。マネージャーズMTGの効果が出ている。
・次回から配布資料はA3で印刷。

4 チームデータ提出状況報告(岩谷産業/仁科)
・前回会議で議題に上がった三菱商事がアウェーユニフォームの写真を使用している件は、運営要綱に特に規定なく減点無しとする。
・第二回、第三回登録に関しては各チーム減点無し。
・初回登録時以降、変更点がない場合も5点を入れるべきか。(役員会/金田会長)
＊回数を重ねるごとに平均得点が上昇し、ミスを取り返すことができ、不平等ではないかとの指摘。
→次回幹事会で主幹事、担当副幹事が一番平等に評価されると考えられる代替案を提示。　Ex) 得点は初回登録時のみに採点するなど。
・これまで、チームデータ提出タイミングが定まっていなかったが、今後は各チーム月に一度の更新とする。(役員会/西村)
＊月内に何度も更新があると、主幹事・副幹事への負担が大きいため。

5 ML提出状況報告(日鉄住金物産/遠西)
・MLが社内メールにブロックされる場合がある為、ML登録時には各チーム三名以上のFlee Mailを登録することが義務付けられている。
・豊田通商、丸紅、日立の三社でFree Mailの登録が無く減点。　＊来期は各社に滞りなくメールが届くよう、有料MLへ登録を進める予定。
・担当幹事は次回、配布資料の下に「提出物判定基準」を追記する。

6 不可日提出状況報告、星取表、得点ランキング(三井物産/山本)
① 不可日提出状況報告について

・第二回提出分につき、丸紅と阪和興業に期限遅れがあった。丸紅については主幹事からの催促がある前に提出するよう注意。
・提出期限は基本的に「第一金曜日」となっている為、各チームが期日に合わせてスケジュール管理をしてもらいたい。(役員会/西村)
・阪和興業が合宿を理由に不可日申請にしているのは容認されるのか。(三菱商事/茂木)
→運営要綱上、不可日が許されるのは、都リーグと社内行事（総会、部員冠婚葬祭)のみとなっている。
＊ただし、役員会からの事前承認を得られれば上記以外の理由も認められる。
・不可日より拘束力の低い「配慮日」を来期から導入するのはどうか。(役員会/金田会長)
→日程調整や理由審査により主幹事への負担が増加する懸念有り。導入については主幹事、役員会で検討する。

② 星取表、得点ランキングについて
・進捗率は1部37%、2部25% (9月日程終了時点) 。10月終了時には、60%の消化を予定。順調に行けば年内全試合終了予定。
・日鉄住金物産vs日立ハイテクの結果が、豊田通商vs日立ハイテクの欄に記載されている為、訂正要。
・得点ランキングについて平均点が4.05点と高くなっている為、整合性の確認要。

7 まとめ
・本会議において得た知識と情報を、各人が商社リーグ繁栄、チーム繁栄、自らの成長に結び付けてもらいたい。(役員会/金田会長)
・提出物は期限厳守にて各チーム責任を持って対応頂きたい。(三井物産/山本)

以上

2015年度商社リーグ　第2回代表者会議　議事録

内容

＜出席者名簿＞
役員会 金田会長、西村
三菱商事 茂木 兼松 米谷、奥野
三井物産 山本 岩谷産業 仁科、大濱
住友商事 藤田 日立ハイテク 上地、久保田
伊藤忠商事 祖父江、福地 豊田通商 中川
丸紅 福井、吉田 阪和興業 増田、髙木
双日 竪元 蝶理 今泉、川崎
日鉄住金物産 遠西、石橋 日本ユニシス 玉井、小鉢
JFE商事 木村、大吉


